
内
閣
衆
質
一
六
二
第
一
〇
九
号

平
成
十
七
年
八
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
松
野
信
夫
君
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
五
日
受
領

答
弁
第
一
〇
九
号



衆
議
院
議
員
松
野
信
夫
君
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
十
七
年
六
月
七
日
内
閣
衆
質
一
六
二
第
六
七
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
二
に
つ
い
て

で
述
べ
た
と
お
り
、
国
営
諫
早
湾
土
地
改
良
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
潮
受
堤
防
の
設
置
や
干

陸
は
既
に
終
了
し
、
内
部
堤
防
の
設
置
、
農
地
造
成
等
の
工
事
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に

係
る
残
り
の
工
事
を
進
め
て
も
、
現
在
進
め
て
い
る
調
査
に
よ
り
有
明
海
の
漁
業
環
境
の
変
化
の
原
因
究
明
を
行
う
こ
と
に

支
障
が
生
ず
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
工
事
を
完
了
し
、
既
に
干
陸
し
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地
の
早
期
利
用
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
漁
業
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
」
及
び

「
「
漁
業
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
す
る
点
及
び
「
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
」
と
い
う
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
五
月
十
一
日
に
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
「
有

一



明
海
の
漁
業
関
係
者
の
皆
様
へ
」
の
補
足
説
明
の
「
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
海
域
へ
の
影
響
と
有
明

海
の
再
生
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
中
・
長
期
開
門
調
査
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
漁
業
関
係
者
の
要
望
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結

果
、
先
の
答
弁
書
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

中
・
長
期
開
門
調
査
が
有
明
海
の
漁
業
環
境
に
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、二
に
つ
い
て
で
述
べ
た「
中
・

長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
海
域
へ
の
影
響
と
有
明
海
の
再
生
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」
で
示
さ
れ
た
と
お
り
で

あ
り
、
調
整
池
の
水
質
と
は
関
係
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

調
整
池
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
長
崎
県
が
策
定
し
た
諫
早
湾
干
拓
調
整
池
水
質
保
全
計
画（
第
二
期
）

（
以
下
「
第
二
期
水
質
保
全
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に

達
成
す
べ
き
水
質
保
全
目
標
値
と
し
て
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
、
全
窒

素
に
つ
い
て
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
及
び
全
リ
ン
に
つ
い
て
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以

二



下
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
第
二
期
水
質
保
全
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
水
質
保
全
対
策
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
調
整
池

の
水
質
は
水
質
保
全
目
標
値
を
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
関
係
自
治
体
と
連
携
し
て
生
活
排
水
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
調
整
池
の
浅
水
域
で
生
じ
る
風
に
よ
る
底
泥
の
巻
上
げ
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
潜
堤
の
設
置
等
に
よ
り
、

調
整
池
の
水
質
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

調
整
池
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
現
時
点
で
は
、
第
二
期
水
質
保
全
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
水
質
保
全
対
策
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、水
質
保
全
目
標
値
を
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

環
境
省
と
し
て
は
、
当
該
水
質
保
全
対
策
が
的
確
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
に
応
じ
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
は
環
境
影
響
評
価
書
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
同
条
に
基
づ
き
、
予
測
結
果
の
不
確
実
性

の
程
度
等
に
応
じ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

事
業
者
に
対
し
求
め
る
等
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
必
要
な
対
応

三



を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

先
の
質
問
主
意
書
（
平
成
十
七
年
五
月
三
十
日
質
問
第
六
七
号
）
に
お
い
て
お
尋
ね
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
事
業

で
使
用
し
た
地
盤
改
良
材
の
使
用
量
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
最
近
十
年
間
の
使
用
量
は
、
平
成
七
年
度
及
び
平
成
八
年

度
零
ト
ン
、
平
成
九
年
度
一
万
六
千
ト
ン
、
平
成
十
年
度
七
千
五
百
ト
ン
、
平
成
十
一
年
度
一
万
九
千
二
百
ト
ン
、
平
成
十

二
年
度
一
万
九
千
四
百
ト
ン
、
平
成
十
三
年
度
零
ト
ン
、
平
成
十
四
年
度
四
千
二
百
ト
ン
、
平
成
十
五
年
度
三
千
三
百
ト
ン

並
び
に
平
成
十
六
年
一
万
百
ト
ン
で
あ
り
、
最
近
十
年
間
で
使
用
し
て
い
る
地
盤
改
良
材
に
占
め
る
生
石
灰
の
割
合
は
、
約

七
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
有
明
海
の
特
異
事
象
発
生
に
関
す
る
国
・
県
等
試
験
研
究
機
関
情
報
交
換
会
」
は
、
平
成
十
五
年
三
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
有
明
海
で
発
生
し
た
粘
質
状
浮
遊
物
に
関
し
て
、
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研

究
所
、
福
岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
及
び
熊
本
県
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
関
係
試
験
研
究
機
関
」
と
い
う
。
）
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
行
っ
て
き
た
調
査
に
つ
い
て
相
互
に

四



情
報
交
換
を
行
い
、
粘
質
状
浮
遊
物
の
発
生
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、
同
月
二
十
六
日
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

関
係
試
験
研
究
機
関
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
も
粘
質
状
浮
遊
物
の
発
生
が
見
ら
れ
る
た
び
に
、
発
生
状
況
及
び
発
生
時
の

海
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
粘
質
状
浮
遊
物
の
サ
ン
プ
ル
を
採
集
し
、
そ
の
成
分
分
析
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

五


